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　遠石市民センターは、地区内で愛称を公募し、「万葉の森」と公共の
広場という意味を持つ「プラザ」を組み合わせた、「万葉プラザ」に
決定されました。
　長穂支所・市民センターは、内装に周南市産の木材をふんだんに
使用した柔らかく温かみのある雰囲気の施設です。
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装いを新たに、
　 ２施設が２月１日から供用開始！
装いを新たに、
　 ２施設が２月１日から供用開始！
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　第１回臨時会を１月28日・29日の２日間開催し、新型コロナウイル
スのワクチン接種等に係る補正予算等の議案を審議しました。
　第２回定例会を２月22日から３月17日までの24日間開催し、一般
会計・各特別会計・各企業会計の新年度予算、条例の一部改正、指
定管理者の指定等の市長提出議案46件、陳情１件、委員会提出議案
２件を審議しました。

PIC
K

UP!PIC
K

UP! 臨時会・定例会臨時会・定例会 の概要の概要

問　
就
学
援
助
手
続
に
お
い
て
、
申
請

者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

答　
所
得
証
明
等
の
必
要
書
類
を
取
得

す
る
手
間
が
省
か
れ
る
な
ど
、
事
務
手

続
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
。

問　
今
後
も
、
独
自
利
用
事
務
が
追
加

さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答　
利
便
性
の
向
上
や
事
務
の
効
率
化

を
図
る
た
め
に
、
必
要
が
あ
れ
ば
随
時

追
加
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

　
本
議
案
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
範
囲
に
、
新
た
な
独
自
利

用
事
務
と
し
て
、
就
学
援
助
に
係
る
事

務
及
び
地
方
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る

事
務
に
お
い
て
利
用
す
る
情
報
を
追
加

す
る
と
と
も
に
、
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
係
る
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

　
本
議
案
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
ゆ

め
風
車
の
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
定
員
数
を
60
名
か
ら
62
名
に
変
更

す
る
こ
と
及
び
新
た
に
２
人
部
屋
を
設

置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

企
画
総
務
委
員
会
で
の
審
査

問　
な
ぜ
３
ヵ
月
も
工
事
期
間
を

延
伸
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

答　
建
築
主
体
工
事
、
電
気
設
備

工
事
、
機
械
設
備
工
事
、
空
調
関

係
の
設
備
工
事
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
業
者
が
工
事
施
設
内
を
ふ
く
そ

う
し
て
作
業
す
る
こ
と
か
ら
、
作

業
動
線
な
ど
、
安
全
管
理
の
確
保

に
配
慮
し
た
結
果
、
工
事
期
間
が

延
伸
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　
当
初
、
見
込
ん
だ
工
事
期
間

が
足
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　
動
物
園
を
開
園
し
な
が
ら
、

非
常
に
狭
い
エ
リ
ア
で
工
事
を
す

る
た
め
、
当
初
、
想
定
し
づ
ら
く
、

ふ
く
そ
う
す
る
工
事
を
調
整
す
る

中
で
、
こ
う
い
っ
た
事
態
が
起
こ

っ
た
も
の
で
あ
る
。

問　
再
延
長
と
な
る
こ
と
は
な
い
か
。

答　
現
時
点
の
進
捗
状
況
か
ら
勘
案
し
、

３
ヵ
月
の
延
伸
を
お
願
い
す
る
も
の
で

あ
る
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

　
本
議
案
は
、
施
工
区
域
内
で
先
行
し

て
整
備
を
進
め
て
い
る
マ
レ
ー
グ
マ
舎

や
爬
虫
類
館
な
ど
の
建
築
工
事
、
付
随

す
る
電
気
、
機
械
設
備
工
事
な
ど
、
現

場
内
で
の
作
業
調
整
に
不
測
の
日
数
を

要
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
３
月
31

日
ま
で
の
工
事
期
間
を
、
令
和
３
年
６

月
30
日
ま
で
延
伸
す
る
も
の
で
す
。

企
画
総
務
委
員
会
で
の
審
査

可決
（全会一致）

行
政
手
続
に
お
け
る

　
　

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
拡
充

３月定例会

可決
（全会一致）

介
護
老
人
保
健
施
設
ゆ
め
風
車
の

   

２
人
部
屋
の
新
設
と
定
員
の
増
加
３月定例会

可決
（全会一致）

長
穂
地
区
と
須
々
万
地
区
間
を
結
ぶ

　

    

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
導
入
３月定例会

可決
（全会一致）

徳
山
動
物
園
ア
ジ
ア
の
熱
帯
雨
林
ゾ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　

  

工
事
期
間
を
延
伸

３月定例会

問　
運
行
の
概
要
及
び
利
用
方
法
は
。

答　
往
復
で
９
便
設
定
し
、
午
前
中
に

４
便
、
午
後
に
５
便
と
す
る
が
、
午
後

の
便
は
全
て
予
約
制
と
な
る
。

　
長
穂
地
区
内
で
利
用
す
る
場
合
は
予

約
制
で
、
予
約
さ
れ
た
場
所
に
バ
ス
が

迎
え
に
行
く
。

問　
徳
山
駅
に
行
く
場
合
の
利
用
方
法

は
。

答　
須
々
万
地
区
内
の
バ
ス
停
で
、
徳

山
駅
行
き
の
路
線
バ
ス
と
乗
り
継
ぎ
が

で
き
る
よ
う
に
ダ
イ
ヤ
設
定
を
し
て
い

る
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

　
本
議
案
は
、
長
穂
地
区
と
須
々
万
地

区
間
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を

令
和
３
年
４
月
か
ら
運
行
開
始
す
る
こ

と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

環
境
建
設
委
員
会
で
の
審
査

可決
（全会一致）

新
生
児
応
援
特
別
定
額
給
付
金

 

令
和
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
新
生
児
ま
で
３月定例会

問　
対
象
期
間
を
延
長
し
た
理
由
は
。

答　
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
昨
年
と
同

様
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
に
何
ら
変
わ
り
は
な
い
。
ま

た
、
妊
婦
の
方
々
は
、
環
境
の
変
化
か

ら
不
安
を
感
じ
ら
れ
て
お
り
、
経
済
的

に
も
精
神
的
に
も
大
変
な
思
い
を
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
子
育
て
世

帯
の
家
計
へ
の
支
援
を
継
続
し
た
い
と

考
え
、
延
長
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、

令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
新
生
児
応
援

特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
、
対
象
者

の
範
囲
を
１
年
間
延
長
し
て
支
給
す
る

た
め
、
９
５
２
７
万
２
０
０
０
円
を
追

加
し
て
計
上
す
る
も
の
で
す
。

予
算
決
算
委
員
会
で
の
審
査

問　
待
機
者
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
定

員
数
を
も
っ
と
増
や
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　
待
機
者
は
常
に
１
、
２
名
い
る
状

況
で
あ
る
。

　
ハ
ー
ド
面
か
ら
考
え
る
と
ベ
ッ
ド
を

65
床
（
定
員
65
名
）
ま
で
増
や
す
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
看
護
・
介
護

職
員
の
施
設
設
置
基
準
か
ら
も
定
員
を

増
や
す
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
職

員
配
置
や
、
合
理
的
な
動
線
を
保
つ
こ

と
を
考
慮
し
、
今
回
は
２
名
の
増
員
と

し
た
。

問　
増
床
に
係
る
経
費
は
い
く
ら
か
。

答　
こ
れ
ま
で
相
談
室
と
し
て
利
用
し

て
い
た
部
屋
を
活
用
す
る
予
定
で
、
こ

の
部
屋
は
増
床
を
見
込
ん
だ
つ
く
り
と

な
っ
て
お
り
、
若
干
の
修
繕
費
用
と
新

た
に
必
要
な
２
台
の
ベ
ッ
ド
購
入
費
用

を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
増
床
す
る
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
万

全
か
。

答　
手
指
消
毒
に
係
る
費
用
が
発
生
し
、

薬
剤
費
が
通
常
よ
り
多
く
か
か
っ
て
い

る
が
、
予
算
内
で
賄
え
て
い
る
。

　
現
在
、
入
居
者
と
家
族
の
面
会
は
原

則
禁
止
と
し
て
い
る
が
、
既
存
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
と
テ
レ
ビ
を
使
い
、
リ
モ
ー
ト

で
面
会
を
行
う
な
ど
、
工
夫
を
し
な
が

ら
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

教
育
福
祉
委
員
会
で
の
審
査

徳山動物園

介護老人
保健施設
ゆめ風車

アジアの熱帯雨林ゾーン  イメージ図

介護老人保健施設  ゆめ風車

長穂地区コミュニティバス「長穂ほたる号」
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新規事業新 単年度で実施する臨時事業等臨
拡充事業拡

新年度予算ここに 注目新年度予算ここに 注目!!!!
〔議会での主な議論〕

事業費　322万円
事業の概要　安心して暮
らし続けられる中山間地
域の実現に向けて、徳山
北部地区の生活圏の中心
である須々万地区への拠
点施設の整備を進める。

問　
須
々
万
支
所
・
市
民
セ
ン

タ
ー
の
行
政
機
能
を
拡
充
し
、

徳
山
北
部
地
域
の
拠
点
と
す
る

こ
と
で
、
周
辺
の
支
所
・
市
民

セ
ン
タ
ー
を
統
廃
合
す
る
の
で

は
な
い
か
と
の
声
が
あ
る
が
、

ど
う
か
。

答　
須
々
万
支
所
・
市
民
セ
ン

タ
ー
の
更
新
に
合
わ
せ
て
行
政

機
能
を
拡
充
す
る
も
の
で
あ

る
。
　
総
合
支
所
を
整
備
す
る
も
の

で
は
な
く
、
支
所
は
支
所
と
し

て
、
機
能
は
維
持
し
、
各
地
域

に
残
し
て
い
く
。

事業費　2,262万4,000円
事業の概要　就業支援サ
イトの立ち上げや支援体
制を強化し、女性、若者
などの地域就労を支援す
る。

問　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た

就
労
関
係
の
事
業
を
集
約
し
、

新
た
に
２
件
の
取
組
を
加
え
た

と
の
こ
と
だ
が
、
新
た
な
取
組

の
う
ち
、
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
狙
い
や
概
要
は
。

答　
現
在
も
創
業
支
援
と
し
て

金
融
機
関
や
商
工
会
議
所
と
連

携
し
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い

る
が
、
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
の
作
成
等
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
も
の
な
ど
、
興
味
が

あ
る
段
階
で
気
軽
に
相
談
で
き

る
と
こ
ろ
が
な
い
た
め
、
ビ
ジ

ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
い
て

そ
う
い
っ
た
場
を
つ
く
り
た
い
。

●
事業費　701万3,000円
事業の概要　全ての子ど
もたちが生まれ育った環
境に左右されることなく、
夢と希望を持って成長し
ていける地域社会の実現
を目指す。

事業費（部）264万1,000円
　　　（や）270万円
事業の概要　中学校の部
活動において、専門的知
識・技能を有する指導員
を配置することで、生徒の技術向上や部活動指
導の充実と、教員の負担軽減を図る。また、休
日の部活動について、地域のスポーツ・文化活
動への段階的移行に向けた実践研究「やまぐち
部活動改革推進事業」に取り組む。

問　
部
活
動
指
導
員
、
地
域
指

導
者
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
教
職
員
の
働
き
方
に
ど
う

影
響
が
あ
る
の
か
。

答　
小
中
学
校
の
時
間
外
在
校

等
時
間
の
上
限
は
月
45
時
間
ま

で
と
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る

が
、
中
学
校
は
い
ま
だ
に
60
時

間
を
超
え
る
状
況
で
あ
る
。
こ

れ
は
部
活
動
に
よ
る
影
響
が
大

き
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
時

間
外
在
校
等
時
間
の
削
減
に
つ

な
が
る
よ
う
に
指
導
員
等
を
活

用
し
、
令
和
３
年
度
の
運
用
を

も
っ
て
そ
の
後
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
令
和
２
年
度
に
コ
ロ
ナ
禍

で
開
催
で
き
な
か
っ
た
学
習
支

援
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
の

実
施
見
込
み
と
業
務
の
委
託
先

は
。

答　
就
学
援
助
等
を
受
け
ら
れ

て
い
る
家
庭
の
中
学
３
年
生
に

集
合
型
の
学
習
支
援
を
行
う
予

定
で
、
対
象
者
２
５
０
人
の
う

ち
40
人
程
度
に
対
応
で
き
る
よ

う
準
備
し
て
い
る
。

　
業
務
委
託
先
に
つ
い
て
は
、

今
後
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
選

定
し
て
い
く
。

事業費　4,891万3,000円
事業の概要　行政サービ
スの充実や市民の利便性
向上を図るため、ＩＣＴ
（情報通信技術）を活用
したまちづくりを進める。

問　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
配
置
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
具
体
的
な
業
務
内
容
は
何

か
。

答　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
は
、
有
識
者
に
就
任
し

て
い
た
だ
き
、
例
え
ば
モ
デ
ル
地

区
に
お
い
て
、
住
民
や
企
業
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
く

か
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
の

推
進
に
広
く
助
言
等
を
頂
く
。

 

ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
は
、
民
間
企
業
か
ら
デ
ジ
タ
ル

専
門
人
材
を
派
遣
し
て
も
ら
う
も

の
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
の
た
め
の
相
談

や
指
導
を
頂
く
。

可決

（賛
成多
数）

　予算決算委員会では、３月８日から10日ま
での３日間、新年度予算の審査を行いまし
た。一般会計の主な事業の審査内容は以下
のとおりです。
　また、３月定例会に先立ち、２月15日に全
員協議会を開催し、あらかじめ一般会計・各
特別会計・各企業会計の令和３年度当初予
算について執行部から説明を受けました。

新 地域就労促進事業拡 子どもの明るい未来サポート事業 中山間地域戦略プロジェクト事業

拡 ＩＣＴ利活用推進事業 新 部活動指導員配置事業・やまぐち部活動改革推進事業
事業費　430万円
事業の概要　令和４年２
月に迎える徳山下松港開
港100周年の記念事業の
開催を通じて、周南地域
発展の基盤として大切な
財産である港や海への愛
着や誇りの醸成を図る。

問　
令
和
３
年
度
の
取
組
内
容
は
。

答　
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
令
和

４
年
２
月
か
ら
１
年
間
を
１
０
０

周
年
の
年
と
し
、
１
年
間
継
続
し

て
啓
発
事
業
等
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
、
本

市
・
下
松
市
・
光
市
の
３
者
で
、

令
和
３
年
度
中
に
行
え
る
Ｐ
Ｒ
な

ど
啓
発
事
業
に
必
要
な
経
費
、
令

和
４
年
２
月
の
記
念
事
業
に
係
る

経
費
を
計
上
し
て
い
る
。

　
な
お
、
記
念
事
業
の
内
容
は
本

年
４
月
に
立
ち
上
げ
予
定
の
実
行

委
員
会
で
協
議
す
る
。

臨 徳山下松港開港100周年記念事業
事業費　2,600万2,000円
事業の概要　観光情報の
発信や各種キャンペーン
を通じた誘客や、広域観
光連携を推進すること
で、交流人口の拡大を図
る。また、徳山下松港開
港100周年に合わせ、本市で全国工場夜景サミ
ットを開催する。

臨 観光振興事業

問　
令
和
４
年
に
本
市
で
開
催

予
定
の
全
国
工
場
夜
景
サ
ミ
ッ

ト
に
向
け
て
、
連
続
的
な
取
組

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答　
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
実
行
委

員
会
に
入
っ
て
い
た
だ
い
た
団

体
に
、
夜
景
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け

た
協
力
を
し
て
い
た
だ
く
、
あ

る
い
は
ツ
リ
ー
ま
つ
り
で
関
連

し
た
事
業
を
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、単
発
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

関
係
団
体
も
含
め
て
夜
型
観
光

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

よ
る
が
た

問　
県
か
ら
選
定
さ
れ
た
防
災

重
点
農
業
用
た
め
池
42
ヵ
所
に

つ
い
て
、
所
有
者
の
管
理
は
で

き
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
た
め
池
廃
止
工
事
を

２
ヵ
所
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
廃
止
工
事
は
こ
れ
を
も
っ

て
完
了
と
な
る
の
か
。

答　
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

は
、
管
理
者
が
市
に
届
け
出
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
本
年
２

月
末
で
全
て
届
け
出
が
な
さ
れ

た
。
廃
止
を
予
定
し
て
い
る
の

は
こ
の
２
ヵ
所
で
、
そ
の
ほ
か

は
農
業
用
た
め
池
と
し
て
利
用

さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
安
全

に
管
理
し
て
い
た
だ
く
。

農村地域防災減災事業
事業費　2,569万円
事業の概要　地震や集中
豪雨などによる災害の防
止、農村地域の防災力の
向上を図るため、計画的
に防災・減災事業を実施
する。
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会 派 質 問

Ｑ A

新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！
会派質問会派質問

議員名は代表者、副代表者、五十音順で掲載しています。　

【
施
政
方
針
質
問
】

コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
る
次
年
度
へ
の

思
い
は

問　
い
ま
だ
収
束
が
見
通
せ
な
い

中
、
周
南
市
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
を
周

南
市
の
未
来
に
ど
う
つ
な
げ
て
い

く
の
か
。

答　
大
変
な
１
年
が
こ
れ
か
ら
来

る
と
思
っ
て
い
る
。
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
将
来
に
向

け
て
今
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い

こ
と
、
住
み
よ
さ
の
実
現
を
図
る

こ
と
を
念
頭
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
着
実
に
行
う
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
推
進
に
つ
い

て問　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
と
は
何

か
。
ま
た
、こ
の
推
進
に
お
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
情
報
を
活
用

で
き
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
格

差
が
生
ま
れ
な
い
か
。

答　
先
端
技
術
等
の
活
用
に
よ
り
、

経
済
的
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解

決
を
両
立
し
、
人
々
が
活
力
に
満

ち
た
質
の
高
い
生
活
が
送
れ
る
町

の
こ
と
を
い
う
。
格
差
を
生
ま
な

い
た
め
に
は
、
講
師
が
各
地
区
を

回
る
な
ど
の
地
道
な
活
動
が
必
要

で
あ
る
。
ま
ず
は
モ
デ
ル
地
区
等

を
つ
く
り
、
進
め
て
い
き
た
い
。

空
き
家
の
利
活
用
施
策
に
つ
い
て

問　
今
後
の
空
き
家
対
策
の
具
体

的
な
取
組
は
。

答　
空
き
家
の
解
体
費
支
援
や
利

活
用
に
向
け
て
の
流
通
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
先
進
事
例
を
調
査
研
究
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
新

対
策
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

保
育
支
援
員
の
配
置
に
つ
い
て

問　
増
大
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
と
保
育
士
の
負
担
軽
減
を
目

的
と
し
た
保
育
支
援
員
配
置
と
、

園
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
た
め
の

補
助
メ
ニ
ュ
ー
新
設
と
あ
る
が
、

新
年
度
に
ど
の
程
度
の
規
模
で
展

開
す
る
予
定
か
。

答　
保
育
支
援
員
に
つ
い
て
は
希

望
の
あ
っ
た
４
園
に
１
人
ず
つ
配

置
す
る
こ
と
で
支
援
を
検
討
し
て

い
る
。
園
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

は
、
自
己
負
担
部
分
も
あ
る
の
で

希
望
さ
れ
た
４
施
設
で
導
入
し
、

保
護
者
と
の
連
絡
や
通
知
等
に
も

ア
プ
リ
等
を
活
用
し
、
保
育
士
の

作
業
効
率
の
改
善
を
図
り
た
い
。

ま
ち
な
か
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
拠
点
に

つ
い
て

問　
ま
ち
な
か
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
拠

点
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

答　
創
業
や
新
規
出
店
な
ど
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
考
え
て
い

る
人
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
拠
点

を
中
心
市
街
地
に
開
設
す
る
。

問　
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
応

援
し
て
い
く
拠
点
で
あ
れ
ば
、
そ

こ
で
働
く
人
の
資
質
、
知
識
、
経

験
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
な
人
が
職
務
に
就
く
の
か
。

答　
ど
の
よ
う
な
人
を
置
く
か
は

大
変
重
要
で
あ
る
。
ふ
さ
わ
し
い

人
材
の
確
保
に
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　
本
市
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
は

商
工
会
議
所
や
金
融
機
関
も
行
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
と
の
違
い
や

差
別
化
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
ど
こ
か
。

答　
専
門
的
な
機
関
と
比
べ
て
気

軽
に
立
ち
寄
れ
て
、
相
談
が
で
き

る
と
い
う
部
分
が
ま
ち
な
か
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
拠
点
の
特
徴
で
あ
る
。

徳
山
下
松
港
開
港
１
０
０
周
年
記

念
事
業
に
つ
い
て

問　
開
港
１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
に
、
映
画
・
絵
本
「
え
ん
と

つ
町
の
プ
ペ
ル
」
を
生
か
し
た
取

り
組
み
を
提
案
す
る
。
こ
の
モ
チ

ー
フ
は
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
夜
景

と
言
わ
れ
、
船
や
煙
突
、
工
場
で

働
く
人
々
が
登
場
し
、
挑
戦
す
る

こ
と
の
大
切
さ
が
描
か
れ
て
い
る
。

原
作
者
の
西
野
亮
廣
氏
も
地
方
創

生
へ
の
思
い
を
持
ち
、
宣
伝
な
ど

で
き
る
こ
と
は
何
で
も
す
る
と
協

力
的
で
あ
る
。

　
先
人
達
の
苦
労
と
企
業
の
努
力

の
上
に
工
場
や
港
が
あ
る
。
映
画

や
絵
本
を
通
じ
て
周
南
市
を
ア
ピ

ー
ル
し
、
継
続
的
に
人
の
流
れ
が

で
き
る
こ
と
で
１
０
０
年
続
い
て

き
た
港
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。
行
政
の
力
と
民
間
の

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
市
を
あ
げ
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
、
ど
う
か
。

答　
大
変
勇
気
づ
け
ら
れ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
い
た
。
既
存
の
も
の

を
き
ち
ん
と
未
来
へ
つ
な
げ
る
こ

と
が
今
を
生
き
て
い
る
我
々
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
西
野

氏
に
も
力
を
借
り
、
皆
で
元
気
な

町
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

全会一致で可決

令和３年度予算
・一般会計予算⇒606億8,100万円
・後期高齢者医療特別会計予算⇒26億966万3,000円
・介護保険特別会計予算⇒125億6,936万6,000円

報告：損害賠償の額を定めることに関する専決処分
議会報告：定期監査結果、例月現金出納検査の結果（２件）

報告：損害賠償の額を定めることに関する専決処分
議会報告：陳情の処理の経過及び結果報告、例月現金出納検査の結果、定期監査結果、財政援助団体等監査の結果

賛成多数で可決

令和２年度補正予算
・一般会計補正予算（第16号）、国民健康保険特別会計補正予算（第４号）、後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）、介護保
険特別会計補正予算（第３号）、国民宿舎特別会計補正予算（第２号）、下水道事業会計補正予算（第１号）、一般会計補正予算
（第17号）
令和３年度予算
・国民健康保険特別会計予算⇒154億4,860万6,000円　　　　　　　　
・国民健康保険鹿野診療所特別会計予算⇒5,640万5,000円
・地方卸売市場事業特別会計予算⇒1億6,956万1,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・国民宿舎特別会計予算⇒7,452万2,000円
・駐車場事業特別会計予算⇒2,421万8,000円
令和３年度補正予算
・一般会計補正予算（第１号）
条例改正など
《人事案件》
・人権擁護委員候補者の推薦、監査委員の選任
《指定管理者の指定》
・国民宿舎湯野荘、体育施設等、富田東児童館、石船温泉憩の家、老人休養ホーム嶽山荘及び新南陽老人福祉センター、大田原
自然の家
《条例の一部改正》
・行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例、特殊勤務手当支給条例、児童クラブ条例、児童厚
生施設条例、市立幼保連携型認定こども園条例、介護老人保健施設事業の設置等に関する条例、介護老人保健施設使用料手数
料条例、国民健康保険条例、市営住宅条例、コミュニティバスの運行に関する条例、手数料条例、児童遊園条例
《その他》
・工事請負契約の一部を変更（休日夜間急病診療所建築主体工事）、山口県市町総合事務組合を処理する地方公共団体の数の減少
及び共同処理する事務の構成団体の変更並びにこれに伴う規約の変更、大津島辺地総合整備計画の策定、工事請負契約の一部を
変更（徳山動物園リニューアルアジアの熱帯雨林ゾーン整備工事）
委員会提出議案
・市議会会議規則の一部改正、市議会委員会条例の一部改正

全会一致で可決

条例改正
《条例の一部改正》
・介護保険条例

補正予算
・一般会計補正予算（第15号）
条例改正など
《条例の一部改正》
・市立中学校条例

陳情の議決結果
賛成少数で不採択：公正・公平で公開された行政運営を求める陳情

・水道事業会計予算⇒59億2,527万6,000円
・下水道事業会計予算⇒93億3,571万7,000円
・病院事業会計予算⇒36億7,882万4,000円
・介護老人保健施設事業会計予算⇒4億466万8,000円
・モーターボート競走事業会計予算⇒660億650万3,000円

ア
ク
テ
ィ
ブ

藤
井
康
弘  

岩
田
淳
司

井
本
義
朗  

清
水
芳
将

土
屋
晴
巳  

細
田
憲
司

山
本
真
吾

議案の議決結果

議会への報告

議会への報告

１月臨時会１月臨時会

３月定例会議案等の議決結果
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会 派 質 問会 派 質 問

【
会
派
一
般
質
問
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て

問　
本
市
で
も
合
計
３
つ
の
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
た
。
そ
う
い
っ

た
際
に
市
長
自
ら
が
顔
を
出
し
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
ほ
し
い

と
い
っ
た
声
も
聞
く
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答　
感
染
情
報
の
公
表
は
保
健
所

の
設
置
者
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
県
内
で
唯
一
、
市
が
保
健

所
を
設
置
し
て
い
る
下
関
市
は
、

そ
の
権
限
を
有
し
て
い
る
。

　
周
南
市
に
お
い
て
は
県
が
保
健

所
を
設
置
し
て
い
る
の
で
、
県
に

権
限
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
引

き
続
き
県
と
連
携
を
図
り
、
で
き

る
限
り
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

く
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

問　
徳
山
駅
か
ら
北
へ
、
美
術
博

物
館
、
文
化
会
館
、
動
物
園
ま
で

の
一
つ
の
動
線
の
中
に
か
つ
て
は

市
民
館
が
あ
っ
た
。
市
民
の
文
化

発
信
地
と
な
る
市
民
ホ
ー
ル
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
徳
山
駅
前
再
開
発
に
ホ
ー
ル

の
新
設
を
盛
り
込
む
こ
と
は
叶
わ

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
市
の
文

【
新
年
度
予
算
質
問
】

建
設
事
業
費
と
起
債
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
度
は
、
実
質
的
な

起
債
額
を
17
億
７
０
０
０
万
円
に

抑
え
ら
れ
た
予
算
だ
が
、
今
後
も

目
標
と
す
る
年
平
均
30
億
円
以
下

を
達
成
で
き
そ
う
か
。

答　
周
南
市
は
市
域
が
広
く
、
公

共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
を
多
く
抱
え
、

建
て
替
え
や
改
修
等
の
予
算
確
保

も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
目
標
を

前
提
と
し
つ
つ
、
必
要
な
ハ
ー
ド

事
業
に
対
し
て
は
し
っ
か
り
と
事

業
執
行
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

新
た
な
基
金
創
設
に
つ
い
て

問　
今
後
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
事
業

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
先
と
し
て
、

新
た
な
基
金
の
創
設
を
考
え
る
時

期
で
は
な
い
か
。

答　
地
域
振
興
基
金
等
へ
の
増
額

や
新
た
な
基
金
の
創
設
に
つ
い
て

は
、
そ
の
使
途
の
明
確
化
を
図
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

本
格
化
す
る
新
南
陽
総
合
支
所
の

整
備
に
つ
い
て

問　
新
た
な
新
南
陽
総
合
支
所
の

整
備
が
本
格
的
に
動
き
出
す
。
令

和
３
年
度
に
関
連
す
る
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的

な
内
容
は
。
ま
た
今
後
の
市
民
へ

の
説
明
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　
新
南
陽
総
合
支
所
は
令
和
３

年
度
に
設
計
に
入
り
、
４
年
度
に

道
路
整
備
や
敷
地
造
成
、
５
年
度

に
建
物
工
事
、
６
年
度
中
に
完
成

の
予
定
で
あ
る
。
令
和
３
年
度
予

算
に
は
調
査
委
託
料
と
し
て
建
設

地
の
地
質
調
査
を
主
な
経
費
と
し

て
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
４
年
度

ま
で
の
債
務
負
担
行
為
を
含
む
設

計
委
託
料
と
し
て
用
地
測
量
や
造

成
設
計
、西
消
防
署
の
解
体
設
計
、

新
庁
舎
の
基
本
・
実
施
設
計
の
経

費
を
、
そ
し
て
施
設
整
備
工
事
と

し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等

の
解
体
工
事
の
経
費
を
計
上
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
も
市
民
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
説
明
を
し
て
き
た

が
、
基
本
設
計
等
が
で
き
た
ら
、

改
め
て
市
民
に
意
見
を
聞
く
場
を

設
け
た
い
。

【
会
派
一
般
質
問
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防

止
の
た
め
の
基
礎
知
識
の
効
果
的

な
広
報
を

問　
ワ
ク
チ
ン
が
普
及
す
る
ま
で

は
市
民
一
人
一
人
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
行
動
を

心
掛
け
て
も
ら
う
ほ
か
な
い
が
、

そ
の
た
め
に
は
正
し
い
知
識
が
必

要
に
な
る
。
そ
こ
で
、①
感
染
の

主
な
経
路
は
「
飛
沫
」
な
の
で
、

飛
沫
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
マ
ス
ク

（
特
に
不
織
布
マ
ス
ク
）
は
、
人

に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ

だ
け
で
な
く
、
感
染
か
ら
守
る
機

能
も
当
然
あ
る
こ
と
、②
し
か
し
、

室
内
で
は
「
マ
イ
ク
ロ
飛
沫
」
に

よ
る
感
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、

マ
ス
ク
だ
け
で
は
感
染
を
防
ぐ
こ

と
は
難
し
く
、
換
気
が
重
要
で
あ

る
こ
と
な
ど
の
基
礎
知
識
を
、「
藤

井
律
子
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
講

座
」
と
い
う
よ
う
な
親
し
み
や
す

い
形
で
市
広
報
に
連
載
し
て
は
ど

う
か
。

答　
医
師
等
の
専
門
家
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
必
要
で
あ
り
、
正
確
な
情

報
を
市
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
手
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

【
施
政
方
針
質
問
】

徳
山
下
松
港
開
港
１
０
０
周
年
に

向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

問　
来
年
２
月
10
日
に
迎
え
る
徳

山
下
松
港
開
港
１
０
０
周
年
に
向

け
、
現
時
点
で
決
ま
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
る
か
。

答　
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
具
体
的
に
は
決
ま

っ
て
い
な
い
。
４
月
に
国
や
県
、

下
松
市
、
光
市
な
ど
と
一
緒
に
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
。
そ
の

委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
事
業
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
決
め
て
い

く
。

令
和
３
年
度
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
方
向
性
は

問　
本
市
に
と
っ
て
、
シ
テ
ィ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
重
要
な
政
策

で
あ
る
と
思
う
が
、
新
年
度
の
方

針
は
。

答　
ま
ず
は
関
係
人
口
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
充
実
と
応
援
団
の

登
録
者
数
の
増
加
に
力
を
入
れ
て

い
く
。
多
く
の
方
に
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
本
市
へ
の

愛
着
醸
成
や
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

新
過
疎
法
案
の
影
響
に
つ
い
て

問　
新
過
疎
法
案
に
お
い
て
、
鹿

野
地
域
が
新
た
な
要
件
に
該
当
し

な
い
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
該
当

し
な
い
場
合
の
過
疎
対
策
事
業
債

の
活
用
等
、
本
市
へ
の
影
響
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
仮
に
新
過
疎
法
の
対
象
か
ら

外
れ
た
と
し
て
も
、
現
在
の
過
疎

法
が
掲
げ
る
過
疎
地
域
の
自
立
促

進
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
実
現

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
経

過
措
置
期
間
を
設
け
る
検
討
が
さ

れ
て
い
る
と
も
聞
い
て
い
る
。
事

業
債
の
効
果
的
な
活
用
を
図
り
、

必
要
な
事
業
に
つ
い
て
は
計
画
的

な
実
施
に
努
め
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
助

成
事
業
費
に
つ
い
て

問　
10
月
１
日
か
ら
の
本
格
実
施

に
先
立
っ
て
、
湯
野
、
鼓
南
、
三

丘
の
３
地
区
で
実
証
実
験
を
行
っ

て
い
る
が
、利
用
状
況
は
ど
う
か
。

答　
現
時
点
で
、
３
地
区
平
均
で

約
28
・
４
％
の
申
請
が
あ
り
、
高

い
地
区
で
あ
れ
ば
、
約
50
％
の
申

請
を
頂
い
た
地
区
も
あ
る
。
こ
の

検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
利
用
し
や

す
い
制
度
に
な
る
よ
う
に
申
請
手

続
や
使
用
方
法
な
ど
、
さ
ら
に
精

査
し
て
い
く
。

防
犯
灯
設
置
費
補
助
事
業
費
に
つ

い
て

問　
新
年
度
か
ら
、「
40
メ
ー
ト
ル

以
内
に
電
灯
等
が
な
い
こ
と
」
と

い
う
要
件
が
廃
止
さ
れ
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
申
請
が
増
え
る
と
予
想

で
き
る
が
、
予
算
額
は
令
和
２
年

度
に
比
べ
て
約
４
５
０
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
。
防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
率
95
％
と
い
う
目
標
は
達

成
で
き
る
の
か
。

答　
地
域
の
意
見
や
要
望
を
踏
ま

え
て
、
距
離
要
件
の
廃
止
、
更
新

に
対
す
る
補
助
額
上
限
を
２
万
円

へ
増
額
す
る
こ
と
に
加
え
、
移
設

や
撤
去
に
対
し
て
も
新
た
に
補
助

を
開
始
す
る
な
ど
、
本
制
度
の
見

直
し
・
拡
充
を
図
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
移
設
や
撤
去
等
も
進
む
と

予
測
し
、
目
標
を
95
％
に
設
定
し

た
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
費
に
つ

い
て

問　
小
学
生
ま
で
の
医
療
費
完
全

無
料
化
を
大
い
に
評
価
し
て
い
る

が
、
10
月
か
ら
で
は
な
く
、
４
月

１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答　
拡
充
す
る
に
は
、
シ
ス
テ
ム

改
修
、
関
係
機
関
と
の
調
整
、
対

象
児
童
へ
の
周
知
等
に
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
半
年
程
度
の
準

備
期
間
が
必
要
と
判
断
し
、
10
月

か
ら
の
開
始
と
し
た
。

問　
本
事
業
を
子
育
て
支
援
の
観

点
の
み
で
な
く
、
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
、
市
内

外
へ
の
効
果
的
な
情
報
発
信
に
努

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、ど
う
か
。

答　
市
広
報
や
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
様
々
な
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
通
じ
て
、
広
く
情
報
発
信

し
て
い
く
。

化
力
の
向
上
や
街
の
に
ぎ
わ
い
創

出
の
た
め
に
、
ホ
ー
ル
は
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

学
校
施
設
に
つ
い
て

問　
周
南
市
学
校
施
設
等
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
本
市
学
校
施

設
の
今
後
の
整
備
予
定
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

答　
こ
れ
ま
で
の
事
後
保
全
型
か

ら
、
施
設
の
改
修
周
期
を
踏
ま
え

て
計
画
的
に
対
応
す
る
予
防
保
全

型
の
管
理
へ
の
転
換
を
目
指
し
、

各
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
や
防

水
改
修
等
、
計
画
的
に
事
業
を
実

施
し
て
い
く
。

問　
遊
具
改
修
は
ど
う
か
。

答　
劣
化
診
断
調
査
等
の
実
施
に

よ
り
、
屋
外
遊
具
３
７
２
基
の
う

ち
、
78
基
に
つ
い
て
危
険
度
、
劣

化
度
が
高
い
と
い
う
結
果
が
出
た
。

そ
の
う
ち
使
用
頻
度
を
考
え
、
ま

ず
は
鉄
棒
に
つ
い
て
優
先
的
に
整

備
を
し
て
い
く
方
向
で
検
討
を
進

め
て
い
る
。

旧
２
市
２
町
の
枠
を
超
え
た
周
南

市
の
一
体
感
の
醸
成
に
つ
い
て

問　
周
南
市
民
が
全
地
域
か
ら
集

ま
れ
る
、
周
南
市
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
よ
う
な
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

答　
数
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、

周
南
み
な
と
ま
つ
り
は
、
本
市
の

知
名
度
向
上
や
一
体
感
の
醸
成
を

図
る
た
め
に
実
現
し
た
も
の
で
あ

り
、
本
市
の
財
産
で
あ
る
港
と
徳

山
駅
、
そ
し
て
中
心
市
街
地
を
動

線
で
結
び
、
回
遊
性
を
高
め
た
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

ま
ず
は
現
在
あ
る
も
の
を
磨
き
上

げ
、
魅
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
市
民
が
参

加
し
、
一
体
感
が
醸
成
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

【
施
政
方
針
質
問
】

こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

問　
小
学
６
年
生
ま
で
所
得
制
限

が
撤
廃
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
最
優
先
に
考
え
、
本
市
の
宝
で

周
南
市
議
会
自
由
民
主
党

友
田
秀
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島
津
幸
男

尾
﨑
隆
則  

小
林
正
樹

田
中
　
昭  

福
田
健
吾

𠮷
安
新
太

金
子
優
子
　
　
遠
藤
伸
一

江
﨑
加
代
子
　
小
池
一
正

公
明
党
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【
施
政
方
針
質
問
】

徳
山
大
学
の
公
立
化
に
つ
い
て

問　
有
識
者
検
討
会
議
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
の
か
。

答　
真
摯
に
受
け
止
め
た
い
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

中
学
校
部
活
動
指
導
員
に
つ
い
て

問　
教
員
と
部
活
動
指
導
員
の
連

携
を
ど
の
よ
う
に
図
る
か
。

答　
部
活
動
指
導
員
は
学
校
職
員

と
い
う
位
置
づ
け
で
雇
用
す
る
こ

と
か
ら
、
校
長
は
も
と
よ
り
教
員

等
と
日
常
的
に
、
指
導
の
内
容
、

生
徒
の
様
子
、
事
故
が
発
生
し
た

際
の
対
応
な
ど
情
報
交
換
を
密
に

し
な
が
ら
部
活
動
指
導
に
当
た
る

よ
う
求
め
て
い
る
。こ
の
こ
と
は
、

新
体
制
の
中
で
改
め
て
校
長
を
通

し
て
指
導
に
努
め
て
い
く
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
拡
充

に
つ
い
て

問　
今
後
、
こ
ど
も
医
療
費
の
所

あ
る
子
ど
も
た
ち
を
社
会
全
体
で

育
て
て
い
く
環
境
を
つ
く
り
た
い

と
の
思
い
か
ら
で
あ
る
。

高
齢
者
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
助

成
に
つ
い
て

問　
10
月
か
ら
の
事
業
実
施
と
な

っ
た
理
由
は
。

答　
３
月
末
ま
で
実
証
実
験
中
で
、

10
月
か
ら
市
内
全
域
に
広
げ
る
。

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
と
日

常
生
活
や
社
会
的
活
動
の
支
援
の

た
め
、
実
施
し
て
い
き
た
い
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

子
ど
も
の
明
る
い
未
来
サ
ポ
ー
ト

事
業
費
に
つ
い
て

問　
離
婚
等
に
関
す
る
専
門
相
談

の
実
施
に
つ
い
て
、そ
の
概
要
は
。

答　
子
ど
も
が
い
る
夫
婦
の
離
婚

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
、

弁
護
士
等
に
よ
る
専
門
相
談
を
実

施
す
る
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
費
に
つ
い
て

問　
産
後
ケ
ア
事
業
、
産
前
産
後

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
拡
充
内
容
は
。

答　
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
産
後
４

カ
月
未
満
を
対
象
と
し
て
い
た

が
、
令
和
３
年
度
か
ら
産
後
１
年

未
満
に
拡
充
す
る
。
産
前
産
後
サ

ポ
ー
ト
事
業
で
は
、
多
胎
児
家
庭

に
対
し
て
利
用
期
間
を
妊
娠
中
か

ら
産
後
１
年
間
、
利
用
時
間
は
１

０
０
時
間
ま
で
に
拡
充
す
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

介
護
認
定
の
調
査
体
制
は

問　
申
請
か
ら
処
分
が
決
定
す
る

ま
で
の
平
均
的
な
期
間
と
処
理
見

込
み
期
間
延
期
の
通
知
件
数
は
。

答　
本
市
で
は
申
請
か
ら
処
分
決

定
ま
で
の
平
均
期
間
は
44
日
間
で

あ
る
。
ま
た
、
年
間
申
請
件
数
６

９
３
７
件
に
対
し
て
、
１
７
６
６

件
ほ
ど
処
理
見
込
み
期
間
延
期
の

通
知
を
発
送
し
て
い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
外
出
自
粛
に

よ
り
、
要
介
護
度
の
判
定
に
影
響

は
な
い
の
か
。

答　
一
次
判
定
の
基
に
な
る
外
出

頻
度
に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て
、

調
査
員
の
特
記
事
項
や
主
治
医
の

意
見
書
の
内
容
を
加
味
し
、
一
次

判
定
で
は
評
価
し
き
れ
な
い
具
体

的
な
介
護
の
手
間
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
た
め
、
最
終
的
に
介
護
度

の
判
定
に
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

今
後
、
申
請
件
数
の
伸
び
な
ど
を

鑑
み
、
調
査
員
の
増
員
に
つ
い
て

は
状
況
に
応
じ
て
対
応
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

問　
相
談
体
制
に
問
題
は
な
い
か
。

答　
直
通
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
７

７
０
０
」
を
広
報
等
で
広
く
周
知

し
て
い
る
。
市
独
自
の
相
談
窓
口

も
設
置
し
て
お
り
、
今
後
も
相
談

体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問　
高
齢
者
施
設
等
の
入
所
者
や

職
員
へ
の
一
斉
・
定
期
的
な
検
査

は
で
き
な
い
か
。

答　
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
費
を
充
当
し
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

費
用
以
外
に
も
、
広
く
活
用
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
大
津
島
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
は
。

答　
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
５

０
０
人
規
模
の
地
区
で
は
高
齢
者

は
他
の
年
代
と
分
け
て
接
種
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
大
津
島

の
人
口
規
模
で
あ
れ
ば
、
年
代
別

に
分
け
る
こ
と
な
く
、
島
全
体
の

住
民
の
方
を
対
象
に
集
団
接
種
を

行
え
る
も
の
で
あ
る
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
正
し
い
情

報
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

答　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
特
設
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
、
市
の
実
施
体
制

や
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
掲
載
す

る
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
専
門

的
な
事
柄
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働

省
等
へ
の
リ
ン
ク
を
貼
る
な
ど
、

情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
相
談
窓
口
の

体
制
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
周
南
市
ワ
ク
チ
ン
接
種
相
談

セ
ン
タ
ー
を
２
月
22
日
に
保
健
師

４
人
を
配
置
し
、
開
設
し
た
。
あ

る
程
度
専
門
的
な
相
談
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
な
体
制
と
な
っ
て
い

る
。

【
施
政
方
針
質
問
】

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

に
向
け
て

問　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
に

対
す
る
市
長
の
思
い
は
。

答　
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
が

本
市
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
条
例
を
制

定
し
、
実
効
性
の
あ
る
支
援
の
取

組
を
総
合
的
に
進
め
た
い
。

福
川
駅
前
周
辺
の
整
備
は

問　
新
南
陽
総
合
支
所
整
備
、
福

川
南
地
区
の
公
共
施
設
再
配
置
な

ど
、
よ
う
や
く
福
川
方
面
に
目
が

向
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。今
後
、

福
川
駅
前
周
辺
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
ま
だ
十
分
な
状
況
で
な
い
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。Ｊ
Ｒ
に
対

し
て
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
南
口

の
改
札
の
件
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
要

望
を
上
げ
て
い
る
。
地
域
住
民
の

声
を
伺
い
な
が
ら
、寄
り
添
っ
て
、

地
域
の
将
来
に
と
っ
て
何
が
一
番

い
い
の
か
、
し
っ
か
り
と
協
議
・

検
討
し
て
地
域
の
活
性
化
に
向
け

た
取
組
を
進
め
る
。

鹿
野
総
合
支
所
跡
地
を
観
光
交
流

ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備

問　
鹿
野
総
合
支
所
跡
地
の
整
備

方
針
の
周
辺
エ
リ
ア
の
範
囲
は
、

ど
こ
ま
で
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　
せ
せ
ら
ぎ
・
豊
鹿
里
パ
ー
ク
、

清
流
通
り
、
天
神
山
に
は
観
光
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
。
観
光
・
文

化
ゾ
ー
ン
と
し
て
や
や
広
く
捉
え
、

跡
地
は
そ
の
中
心
と
し
て
考
え
る
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
年
々
増
加
す
る
空
き
家
に
つ

い
て
、
地
域
の
環
境
衛
生
、
景
観

の
観
点
か
ら
解
体
費
用
を
助
成
し

て
計
画
的
に
増
加
抑
制
を
し
て
は

ど
う
か
。

答　
所
有
者
に
対
し
、
適
正
な
管

理
を
促
し
て
い
く
た
め
の
周
知
、

啓
発
、
緊
急
安
全
措
置
に
対
す
る

予
算
措
置
を
行
っ
て
い
る
。今
後
、

空
き
家
の
対
策
を
よ
り
一
層
促
進

し
て
い
く
た
め
、
所
有
者
か
ら
得

た
ニ
ー
ズ
調
査
を
整
理
分
析
し
、

先
進
事
例
を
参
考
に
新
た
な
対
策

を
検
討
す
る
。

利
便
性
が
増
す
徳
山
北
部
拠
点
施

設
整
備
に
向
け
た
予
算
が
計
上

問　
徳
山
北
部
拠
点
施
設
整
備
は
、

須
々
万
地
区
「
夢
プ
ラ
ン
」
が
望

む
北
部
複
合
施
設
に
な
る
か
。

答　
現
在
の
支
所
・
市
民
セ
ン
タ

ー
機
能
に
加
え
、期
日
前
投
票
所
、

高
齢
者
福
祉
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
、
防
災
機
能
等
を
拡
充
す
る
。

離
島
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

に
つ
い
て

問　
大
津
島
地
区
の
身
近
な
暮
ら

し
の
維
持
、
確
保
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
、
仕
組
み
や
体
制
を
ど

う
構
築
し
て
い
く
の
か
。

答　
事
業
主
体
と
な
る
大
津
島
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
が

出
身
者
の
方
々
を
支
所
・
市
民
セ

ン
タ
ー
に
配
置
し
、
直
面
す
る
課

題
を
踏
ま
え
、
地
域
が
主
体
と
な

っ
て
安
心
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る

仕
組
み
や
体
制
の
構
築
を
図
る
。

ま
た
、
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
会
派
一
般
質
問
】

国
の
脱
炭
素
宣
言
の
影
響
は

問　
電
解
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
群

は
、
石
炭
火
力
発
電
が
欠
か
せ
な

い
が
、
企
業
戦
略
と
の
連
携
は
ど

う
か
。

答　
国
・
県
に
対
し
、
脱
炭
素
に

係
る
支
援
を
重
点
項
目
と
し
て
協

力
・
連
携
を
要
請
し
た
。

１
月
豪
雪
か
ら
今
後
の
対
策
を

問　
鹿
野
地
域
を
熟
知
し
た
職
員
、

除
雪
を
体
験
し
た
職
員
が
減
少
す

る
中
、
装
備
の
充
実
、
業
務
委
託

の
拡
大
等
、
補
正
予
算
を
含
め
除

雪
体
制
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
80
セ
ン
チ
を
超
え
る
ほ
ど
の

大
雪
に
は
十
分
な
除
雪
が
困
難
で
、

現
場
対
応
に
苦
慮
し
た
。
今
後
、

除
雪
車
の
更
新
や
見
直
し
、
重
機

の
短
期
リ
ー
ス
、
建
設
業
者
以
外

へ
の
業
務
委
託
も
検
討
し
て
い
く
。

得
制
限
撤
廃
を
中
学
生
ま
で
に
拡

充
す
る
可
能
性
は
。

答　
令
和
３
年
度
か
ら
の
小
学
６

年
生
ま
で
の
完
全
無
料
化
の
実
施

を
踏
ま
え
て
市
民
の
方
々
か
ら
声

が
寄
せ
ら
れ
れ
ば
、
財
政
へ
の
影

響
等
も
踏
ま
え
、
総
合
的
に
検
討

を
進
め
た
い
。

鹿
野
総
合
支
所
整
備
に
つ
い
て

問　
安
心
安
全
な
通
学
路
を
確
保

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
頂
く
中

で
、
住
民
の
方
々
の
懸
念
や
そ
の

必
要
性
に
つ
い
て
十
分
に
承
知
し

て
い
る
。
道
路
整
備
に
つ
い
て
関

係
部
署
と
も
協
議
し
て
、
し
っ
か

り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
住
民
と
の
対
話
等
、
今
後
の

進
め
方
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　
基
本
設
計
業
務
の
中
に
住
民

協
議
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。
案
を

示
す
中
で
住
民
の
皆
様
と
し
っ
か

り
と
対
話
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
会
派
一
般
質
問
】

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
に
つ
い
て

問　
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
構
築
を

進
め
て
い
く
上
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
配
慮
や
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
等
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
を
ま

ず
整
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
考
え
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の

構
築
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　
ま
ず
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

ポ
リ
シ
ー
の
厳
守
を
徹
底
し
、
さ

ら
に
匿
名
化
や
秘
匿
化
な
ど
の
技

術
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
、
最
適

な
手
法
で
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

を
確
保
し
て
い
く
。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
に
つ

い
て

問　
委
託
業
務
が
先
般
、
入
札
か

ら
随
意
契
約
に
な
っ
た
。
い
つ
変

更
に
な
っ
た
の
か
。

答　
全
国
で
入
札
登
録
業
者
が
１

者
し
か
な
く
、
随
意
契
約
を
前
提

に
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
た
。

問　
新
旧
の
業
者
の
引
継
業
務
に

７
カ
月
を
要
す
る
の
は
一
般
的
な

の
か
。

答　
引
継
ぎ
は
最
大
で
７
カ
月
を

予
定
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は

１
、
２
カ
月
で
の
完
了
を
想
定
し

て
い
る
。

問　
業
務
委
託
に
よ
っ
て
人
件
費

が
余
分
に
か
か
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
ま
ず
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

を
構
築
し
た
い
。

自
由
民
主
党
周
南

田
村
勇
一  

古
谷
幸
男

福
田
吏
江
子

福
田
文
治
　
佐
々
木
照
彦

青
木
義
雄
　
長
嶺
敏
昭

六
合
会
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会 派 質 問

【
会
派
一
般
質
問
】

徳
山
大
学
公
立
化
の
一
番
の
問
題

は
財
政
だ

問　
公
立
大
学
に
な
れ
ば
、
私
立

大
学
の
よ
う
に
経
営
の
観
点
を
必

要
と
し
な
が
ら
も
、
他
の
大
学
に

負
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

優
秀
な
教
授
を
招
い
て
教
育
の
質

の
向
上
を
目
指
す
な
ど
、
当
然
お

金
も
か
か
る
。
私
立
か
ら
市
単
独

で
の
公
立
化
を
す
る
と
、
設
置
者

は
周
南
市
と
な
る
。
公
立
化
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
行
政
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
何

も
し
な
け
れ
ば
市
は
責
任
放
棄
と

言
わ
れ
る
。
き
ち
ん
と
し
た
地
域

の
成
長
エ
ン
ジ
ン
に
作
り
上
げ
る

に
は
お
金
が
必
要
で
あ
る
。
本
市

の
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
住
民

説
明
会
な
ど
で
は
、
財
政
問
題
に

つ
い
て
、
市
民
が
よ
く
理
解
で
き

る
説
明
が
で
き
る
の
か
。

答　
公
立
化
す
る
の
は
徳
山
大
学

へ
の
救
済
措
置
で
は
な
い
。
一
番

の
問
題
が
財
政
問
題
だ
と
い
う
の

は
、
少
し
違
う
と
考
え
て
い
る
。

大
型
事
業
の
規
模
の
縮
小
と
経
費

削
減
に
つ
い
て

問　
動
物
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

と
周
南
緑
地
体
育
施
設
等
整
備
推

進
事
業
に
つ
い
て
、
市
の
財
政
負

担
を
抑
制
す
る
た
め
に
事
業
規
模

の
縮
小
は
検
討
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
経
費
削
減
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
動
物
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
園
内
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
に
よ
る
仮
設

獣
舎
の
削
減
を
は
じ
め
、
既
設
獣

舎
の
再
利
用
に
よ
る
コ
ス
ト
の
最

小
化
や
事
業
費
の
平
準
化
に
も
考

慮
し
つ
つ
、
国
庫
補
助
事
業
を
積

極
的
に
活
用
し
、
市
の
財
政
負
担

の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
周
南
緑
地
体
育
施
設
等
整
備
推

進
事
業
は
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
り

実
施
す
る
こ
と
で
、
従
来
方
式
で

実
施
し
た
場
合
と
比
較
し
て
約
２

億
円
の
事
業
費
の
削
減
効
果
が
見

込
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
補
助
金
の

活
用
等
、
財
源
の
確
保
に
努
め
る

こ
と
で
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
。

保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も

園
施
設
分
類
別
計
画
に
つ
い
て

問　
「
施
設
に
置
か
れ
た
素
案
を

偶
然
見
つ
け
、
意
見
を
求
め
て
い

る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
本
気
で

意
見
を
求
め
る
姿
勢
が
な
い
」
と

の
声
が
あ
っ
た
。
素
案
の
中
で
、

三
丘
保
育
園
に
つ
い
て
は
「
民
間

活
力
導
入
」
と
区
分
け
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
に

な
る
の
か
。
三
丘
地
域
の
方
た
ち

は
、「
み
つ
お
ず
っ
と
子
ど
も
が

い
る
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、

空
き
家
を
整
備
し
、
若
い
家
族
を

受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
地
域

に
あ
る
保
育
園
を
な
く
さ
な
い
で

ほ
し
い
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答　
１
月
４
日
か
ら
22
日
ま
で
、

各
園
に
素
案
を
提
示
し
、
意
見
を

募
っ
た
。
三
丘
保
育
園
に
つ
い
て

は
、
建
築
後
63
年
を
経
過
し
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
浸
水
地
域

に
立
地
し
て
い
る
た
め
、
現
状
維

持
は
困
難
と
の
方
向
性
を
示
し
た
。

今
後
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
す
る
。

【
施
政
方
針
質
問
】

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
公
共

施
設
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

問　
公
共
施
設
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導

入
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
本
市
で
は
、太
陽
光
発
電
等
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
つ

い
て
、
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
、
環
境
基
本
計
画
の

中
に
掲
げ
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
今
後
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

民
間
建
築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
事

業
費
に
つ
い
て

問　
今
後
、
民
間
建
築
物
の
解
体

が
増
え
て
い
く
中
、
建
築
物
ア
ス

ベ
ス
ト
の
問
題
は
深
刻
化
し
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
市
と
し
て

も
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
も
っ
と
積

極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　
現
在
、
民
間
建
築
物
の
ア
ス

ベ
ス
ト
含
有
調
査
に
要
す
る
費
用

の
補
助
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
無

を
調
査
す
る
実
態
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
実
態
調
査
で
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
や
聞
き
取
り
を
行
い
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
有
無
を
調
査
し
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、所
有
者
が
「
あ
る
」

ま
た
は
「
分
か
ら
な
い
」
と
回
答

し
た
場
合
は
、
本
補
助
制
度
に
つ

い
て
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
パ
ー
ト
等
の

継
続
雇
用
に
対
す
る
施
策
は

問　
令
和
２
年
12
月
現
在
、
本
市

の
有
効
求
人
倍
率
は
１・19
倍
で
、

前
年
同
月
と
比
べ
て
低
く
な
っ
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
禍

で
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
、
派

遣
社
員
の
継
続
雇
用
に
対
す
る
施

策
は
あ
る
の
か
。

答　
市
で
は
助
成
金
に
関
す
る
情

報
や
相
談
窓
口
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
す
る
な
ど
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
や
商
工
会
議
所
、
商
工
会
と
連

携
し
、
労
働
者
の
雇
用
維
持
に
努

め
て
い
く
。

小
林
雄
二
　
篠
田
裕
二
郎

市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

中
村
富
美
子  

魚
永
智
行

渡
辺
君
枝
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委員会レポート
常任委員会が調査を行ったものや特別委員会での協議内容を報告します！

　２月10日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆ 鹿野総合支所 地域政策課の説明（要旨）◆
　鹿野総合支所の整備方針について、旧鹿野公民館を解体し、公民館敷地及び鹿野中学校駐車場敷地を一体的に整備して
新総合支所とすること。現総合支所跡地は、本市北部の観光交流拠点となり得るよう、整備することとした。
　事業費及び事業スケジュールは、現総合支所・公民館の解体を含めて概ね８億円を見込んでおり、令和６年度の供用開始
を目指す。
　また、観光交流拠点の整備については総合支所を造ってからとし、事業スケジュールをお示して、住民との協議を重ねな
がら進めていく。

企画総務委員会 鹿野総合支所施設整備事業の方針決定

問　福川南地区まちづくり協議会から提出された、福川南地区
公共施設再配置に関する要望書は、どのような内容であっ
たのか。

答　昨年12月に自治会長協議会等で行った説明に対して、特に
注意してほしい点や力を入れてほしい点が書かれていたも
のである。具体的には、転用後の新しいコミュニティーセン
ターが選挙の投票所の機能、避難所等の防災機能を持ち、
地域活動の拠点となるよう、増改築を含め施設整備を充実
させてほしいとの要望書であった。

問　施設の転用時に生じる不具合は、その都度改修していくと
いう考え方でよいか。

答　防音壁の部屋を作る、倉庫を増設する等の改修は行ってい
く予定である。運用上の工夫で賄える面は利用団体と相談
をしたい。

問　今後、周辺の空き施設を取り壊すことになれば、施設への
進入路についても改めて考えなければならないと思うが、
どうか。

答　現在、周辺道路は教育財産となっている。道路の取り扱い
については、引き続き所管と協議していきたい。

　２月５日に開催した連合審査会で、執行部から報告を受けました。
◆ 新南陽総合支所 地域政策課、こども・福祉部 次世代政策課、教育部 生涯学習課の説明（要旨）◆
　福川南児童館を福川南地区コミュニティセンターに転用し、現福川南地区コミュニティセンターを新南陽民俗資料展示室に
転用し、現新南陽民俗資料展示室は廃止としたい。
　これは、母子保健と子育て支援を一元的に実施する体制整備を進めたことにより、福川南児童館の活用方針を見直すこと
となったこと、地域や関係者からは見直し後の施設の活用方法について、「地域で活用できる方法はないか」、「児童の居場所
として自由に来館して使えることが望ましい」という意見があったためである。

企画総務・教育福祉
委員会連合審査会 福川地区の公共施設の再配置

問　本件に関する住民説明会で、鹿野地区内に巡回バスを出せ
ないかという話があった。ぜひ取り組んでほしいが、どう
か。

答　担当部局等を含め、検討したい。
問　固定的な概念でゾーニング・施設整備を計画するのではな
く、もっと広い視野を持って進めてほしいが、どうか。

答　住民の皆様と協議をしながら多角的に考え、利便性が向上
するように取り組んでいきたい。

問　現時点で山口銀行移転の方向性はどうなっているか。
答　現経済状況下では、新庁舎が整備されてもそちらに移転す
ることは難しいが、鹿野地域の住民の利便性を考慮しなが
ら今後も検討をしていく、との回答を頂いている。

問　事業費が概ね８億円程度とのことだが、その内訳は。
答　新総合支所の建築整備に約５億円、現総合支所の解体に約
１億８,０００万円、旧鹿野公民館の解体に約１億円と見込
んでいる。

問　観光交流拠点整備について、その予算規模は。
答　住民説明会では１．５億円や２億円という話はしたが、これ

は目安であり、具体的な事業費は出ていない。
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問　本市の空き缶等のポイ捨てその他の迷惑行為禁止条例
で、命令に従わない者の氏名公表等を定めているが、餌や
り行為に対する罰則強化は検討していないのか。

答　これまでも弁護士や県、検察、同様の問題を抱える自治体
に調査をかけるなど、検討している。市としては、命は尊
く、犬の命もむやみに減らすことはしておらず、県も譲渡に
向け対策を講じているが、この説明をしても聞いていただ

けない方には、形に残すため指導指示書を渡し
ている。罰則強化も一つの方法だが、まずは餌
やり行為により、地域の安全安心が脅かされる
こと、怪我をする人がいることを根気よく説得
し、本人に心からやめようと思ってもらえるよ
う、現在取り組んでいる。

　３月５日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆ 環境生活部 環境政策課の説明（要旨）◆
　１月及び２月に野犬による咬傷事件が３件発生し、いずれもパトロールや捕獲檻の設置等を行った。発生場所は、古泉二
丁目ＪＲ新南陽駅敷地沿いの市道、宮の前二丁目の歩道、大字久米旧沢田池北側農道で、聞き取りによると、宮の前と久米
地区の咬傷事件は、犬の特徴が過去の咬傷事件とよく似ていることから、この２地区でパトロール等を重点的に進めている。
　令和２年度の１月末までの捕獲頭数は、成犬・子犬ともに前年と比べ減少している。要因として、これまでの集中的な取り
組みで周南緑地等のエリアでは個体数が減ってきていることに加え、野犬の捕獲檻に対する警戒心が強くなっていることが
考えられるため、捕獲檻の複数台の設置など、より効果的な方法を検討する。
　令和２年度の取組状況は、しゅうなん通報アプリで１月末までに寄せられた８３７件の野犬情報を周南環境保健所と共有
し、対策に活用している。パトロールは２月末までに、日中に１７０回、夜間に４１回実施し、餌やり注意を１１回、餌の回収を
６回、指導指示書の手交を４回行った。そのほか、大迫田墓地への夜間入場禁止、野犬が多く確認されている墓地法面等の
草刈り、新南陽地区での野犬対策キャンペーンなどを実施した。
　また、ドローンを使った野犬の生息状況等調査を試行的に実施し、赤外線カメラ等の映像により、１頭の野犬を確認した
が、赤外線カメラが感知する熱が、動物の熱かどうかの確認が困難であること、また、発見した野犬の捕獲方法等を想定し
た上で、調査する必要があると考えている。

中心市街地活性化
対策特別委員会 徳山駅前地区第一種市街地再開発事業のこれまでの経過と今後の予定

問　再開発事業により毎年１億１６００万円の税収増が期待で
きるとの説明があったが、見込み額に変更はないか。

答　当該金額は平成３０年１０月時点の試算額である。住宅棟
の戸数など詳細が決まってきているため、最新の数字を市
にも示してもらうよう、再開発組合にお願いしたい。

問　再開発事業で、１坪当たり約１００万円の設定がされている
との話を聞いたが、実際はどうであるか。

答　実際とは異なっている。市としては、評価額の算定は、都市
再開発法の規定に沿って行われていると認識している。

問　カンファレンスホール設置の検討状況は。
答　商業テナントもこれから決定する中、ウィズコロナ・アフ
ターコロナに合わせたホールの検討がなされると思ってい
る。

　２月８日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆ 産業振興部 中心市街地活性化推進課の説明（要旨）◆
　第一種市街地再開発事業は、再開発組合が土地・建物を一旦全て買い取り売却するのでなく、権利変換計画上で権利の
異動を行う点が特徴である。
　権利変換とは、再開発前の土地・建物の権利を「再開発後の土地・建物の権利」に、転出される方については「金銭」に、
等価で置き換えることであり、権利変換により得られる土地・建物のことを「権利床」、残りを「保留床」と言う。市街地再開
発事業は、権利床と保留床の２種類しかなく、保留床を処分して再開発事業の収入とする。なお、保留床の処分は、再開発に
係る補助金の対象外である。
　２月から解体工事に着手し、順次建設工事に移行する。権利変換計画作成の遅れに伴い、駅前棟の開業が令和４年、その
他の棟の開業が令和５年になる予定とのことである。
　再開発事業の現状は、駅前棟は６階建てで、１階及び２階が店舗、３階がオフィス、４階から６階が徳山商工会議所となる
予定である。
　ホテル棟は１２階建てで４タイプの客室が１１７室、住宅棟は１８階建てで１００戸、いずれも１階及び２階は商業棟と一体
となった店舗となる。商業棟は、１階が食品スーパーやグルメマーケット等、２階がライフスタイルショップ等となる予定であ
る。
　本年１月時点の総事業費は約１１２億円で、国の交付金を受け約３０億円を市が補助し、残りの約８２億円を保留床処分
金で賄う。

環境建設委員会 野犬咬傷事件の報告と今年度の取り組み状況

野犬の現状と
取組み

　３月５日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆ こども・福祉部 次世代政策課の説明（要旨）◆
 本計画の対象施設は、公立保育所１３施設、公立幼稚園７施設、認定こども園１施設であり、それぞれの施設の耐震性につ
いて、保育所は、１３施設のうち築４０年以上を経過した施設が１０施設あり、幼稚園は、７施設のうち５施設が築４０年を経
過しているが、全て耐震性を有している。
　認定こども園については、旧鹿野保育園、旧鹿野幼稚園、両施設ともに耐震性・立地に関する問題は生じていない。
　本計画案を作成するに当たっては、施設利用者の意見を伺うため、令和３年１月４日から１月２２日まで、公立幼稚園、保
育所において計画案を縦覧するとともに、こども育成支援対策審議会、私立幼稚園・保育所に意見を伺った。主な意見とし
ては、施設の老朽化等への早急な対応を求めるものや、園児数が少ない施設であっても維持を求めるもの等があったところ
である。

問　整形外科の常勤医が確保できないのはなぜか。
答　山口県は全体的に医師が不足しており、その中でも特に整
形外科医が不足していることから確保には至っていない。
周南地域では徳山中央病院に整形外科医を配置すること
で地域医療を保っている状態である。

問　再編・統合の検討が必要とされた４２４病院に
ついては、白紙に戻るのか。

答　白紙ではなく、整理した上でどういった対応を
すべきか厚生労働省が改めて通知することに
なっている。

　３月５日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆ 健康医療部 病院管理室の説明（要旨）◆
　経営指標に係る数値目標については、経営安定化に向け、内部留保資金の確保を目指し、計画最終年度には収益収支の
黒字を目指す。
　また、収支改善の目標として、第１期プランのように患者数・診療単価の両方が右肩上がりに増加するものとはせず、地
域の人口減少等を踏まえ、患者数の大幅な増加は見込まないものとして、現状を踏まえたものとした。
　さらに、経費の適正化に係る目標指数が必要なのではないかとの監査委員からの指摘を踏まえ、材料費比率を加えた。
　今後は、本日の教育福祉委員会での意見を踏まえ、内容の調整を行った後、３月下旬に策定委員会にて決定する予定である。

問　組合解散後も建物等解体費積立金を積み立てるとのこと
だが、経緯や責任の観点から負担するということか。

答　そのとおりであり、積立金をもとに解体する方向で協議し
ている。

　３月５日に開催した委員会で、執行部から報告を受けました。
◆ 環境生活部 リサイクル推進課の説明（要旨）◆
　現在、徳山・新南陽・鹿野地域から排出されるし尿は徳山中央浄化センターで、熊毛地域のし尿は玖西環境衛生組合で処
理を行っている。徳山中央浄化センターでは、現在再構築事業が進められており、その施設整備に合わせて本市のし尿処理
の一元化を図ることとしていたが、現在の施設で一元化が可能であることから、令和４年４月１日から実施したいと考えている。
　このことにより、玖西環境衛生組合を脱退することになるが、同組合は本市と岩国市で構成するため令和４年３月３１日
をもって解散する予定としている。組合解散に当たっては財産の処分や負担金等について協議を行い、両市議会の議決等
を経て解散となる。なお、建物等解体費積立金は、令和９年度までの１０年間、各市の負担割合に応じて、本市は３分の１の
毎年約６７０万円を積み立てる。
　熊毛地域のし尿処理手数料の検討に当たり、熊毛地域のし尿収集世帯について年間総収集量等の実態調査を行い、この
調査をもとに、毎月定期収集した場合の手数料を比較した。その結果、本市の料金体系とした場合、普通便槽定額制または
簡易水洗定額制では、熊毛地域の多くの世帯で手数料の減額が見込めることとなった。しかし、従量料金制では、収集量に
より増額する世帯があるため、その世帯には定額制での申し込みを勧めることとし、熊毛地域のし尿処理手数料は、多くの
利用者に有利な本市の現行料金体系に統一したいと考えている。

教育福祉委員会 周南市保育所・幼稚園・認定こども園施設分類別計画（案）

教育福祉委員会 新南陽市民病院の次期経営改革（案）

環境建設委員会 令和４年４月１日から、し尿処理の一元化（熊毛地域）

新南陽
市民病院

問　三丘保育園については、現施設が古くなっていることか
ら、地域からは移転の希望も上がっているが、どのように
進めていくのか。

答　施設の方向性を含め、もし移転することになれば移転先に
ついても地域の意見を十分に伺いながら進めていきたい。

問　徳山北部拠点施設の整備計画との整合性はとれているのか。
答　須々万保育園は当面は継続利用とするが、土砂災害特別警
戒区域に立地することから、安全な施設環境と適切な集団
規模の確保の観点から適地へ移転し、認定こども園の開
設を検討することとしている。
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■インターネット議会中継
本会議の生中継と録画放送をインターネット
で配信しています。
録画放送は、本会議の３～４日後から視聴で
きます。
※スマートフォンからも視聴できます。

インターネット
議会中継

市議会からのお知らせ

※本会議・委員会は、午前９時３０分から開催します。
（土・日・祝日は休会です）

※日程の変更は、市議会ホームページでお知らせします。

日 月 火 水 木 金

予算決算
委員会

予算決算
委員会

常任委員会

本会議
（初日）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議

本会議
（議会人事）
（最終日）

土

6 7 8

13

1211109

14 15

20

191817

262524

16

21 22 23

4326/15/31 5

■６月定例会の予定■議場での傍聴時における新型コロナ
ウイルス感染予防対策について

議場内の換気や席数の制限など、市議会で取
り組んでいる感染予防対策については、日々
状況が変わることから随時ホームページでお
知らせしています。

周南市議会
トップページ

本　会　議
（生  中  継）

インターネット ケーブルテレビ

○

○

○

○

本　会　議
（録画放送）

△
（一般質問のみ再放送）

放送はありません

放送はありません

委　員　会
（生  中  継）

委　員　会
（要約放送）

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

福　田　吏江子
篠　田　裕二郎
小　池　一　正
小　林　正　樹
佐々木　照　彦
細　田　憲　司
渡　辺　君　枝

議会だより  編集委員

■ケーブルテレビ議会中継

一般質問については、ＣＣＳ・メディアリンク・
Ｋビジョンで再放送を行います。
（再々放送は、CCS・メディアリンクで放映）

本会議の様子を生中継します。

２時間程度にまとめた番組を録画放送します。

委員会の様子を録画放映します。
ケーブルテレビ
放送日程

「収益的支出のうち、（款）モーターボート競走事業費用、（項）営業費用、（目）実施費、（節）委託
料の「競走用ボート・モーター整備等管理業務」は、令和２年度同予算における「競走用ボート整備
等管理業務」に加え、競走用モーター整備等管理を行うものである。
　本件は、これまでの仕組みを変更するものであり、その内容をより明らかにすることを求める。」

　予算決算委員会において、令和３年度周南市モーターボート競走事業会計
予算に対して次のとおり附帯決議が提出され、全会一致で可決されました。
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